
マイコンロボット実験：
ボクサーロボットの知能化

担当教員 松日楽 信人 （教授）機械機能工学科

機械の知能化を実践的に実験により学ぶ
学生全員が１人１台のロボットを通して、機構、電気回路、制御、

ソフトウエアを学ぶ。
1年生、2年生と内容がモノ作りから知能化までをステップアップして
行く。
2年前・後期各１回の実験で実施するために集中し、効果的な工夫
が必要とされる。
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ボクサーロボットの製作
（電池ボックスからリモコン操作）

ボクサーロボットのマイコン制御
（PICマイコン制御）

機構の学習
バトルによる創意工夫
チームワーク

電気回路の製作（3コマ）

プログラム製作（3コマ）

電気回路の学習
ソフトウエア、制御の学習
コース完走によるフィードバック学習
自主性の向上

ステップアップ教育

1年

2年

高杖オリエンテーション合宿

機械機能工学実験

機械－電気－マイコン－ソフトウエア－制御の関連性を理解する一貫教育


